
MIEDOYU 

 【Contents】 

 １【報告】就職担当者との情報交換会 

 ２【報告】中勢支部総会  

 ３【連絡】新入会員・会員情報変更 

 ４ 中小企業基盤整備機構ＮＥＷＳ  

 

三重県中小企業家同友会 

  

  

VOL. 444 

  

【記念講演】ﾃｰﾏ 『一人一人の人生に寄り添う経営理念』 
 
 報告者：杉本 香織氏 オーケーズデリカ株式会社  
             代表取締役社長   
  
 理念経営を通じて、約200名の社員が主体的に働く「逆ピラミッド型組織」

を実現。「日本一の弁当屋のおかん」による社員の人生に寄り添った組織
改革・働き方改革とは？ 

  報告者ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ        
1973年、弁当屋の娘として生まれる。 

大学卒業後、名古屋の食品問屋に就職。社内では女性初の営業
に登用される。飛び込み営業で積み重ねた度胸と女性ならではの
きめ細やかな対話術により、トップ営業に。その後結婚を機に家業
である株式会社OK給食に入社（後にオーケーズデリカ株式会社に
社名変更）。2015年グループ会社・株式会社菜友の代表取締役社

長に就任。同年、オーケーズデリカ株式会社代表取締役社長に就
任。 
  
【受賞歴】 
2016年 優れた女性経営者として「中経トパーズ賞（中部経済新
聞）」受賞 

三重同友会と就職担当者との情報交換会 

 ６月２３日（木）、人財委員会主催「三重同友会と就職担当者との情報交換会」が
高田会館で開会されました。 

 今回で６回目となる情報交換会は、中小企業が求めている人材像と学校が求め
ている企業像が採用に関してつながり合い、新卒採用のかけはしとなり価値のある
ものにとの思いで毎年開催しています。 

 最初に会員企業６社が、事業内容や社内環境、人材教育体制そして自社の強み
についてＰＲがありました。情報交換会では、大学５校、高校２６校と会員企業２７社
が事前に企業側と学校側の面談希望を募り、８回（１回１０分）の面談が行われまし
た。 

① 

新卒採用に
つながる 

 

② 

学校に自社
の魅力をPRで

きる 
 

③ 

コロナ禍で変化する学
生の動向を知るこ 
とが出来る 

 

④ 

学校と良い関係
が構築される 

 
 

⑤ 

インターンシップ、
学内企業説明会の
情報収集ができる 

 

情報交換会５つのメリット 

今回、初めて参加させ
ていただき多くの企業
様のお話が一度に聞く
ことが出来て大変良
かったです。当校の学
生も地域に密着した企
業を希望しており、地
元学生採用をお考えの
企業が多かったので学
生にはとても良いお話
だと思いました。 

これだけ多くの学校と一
同に面談ができて、自
社の説明（ＰＲ）が出来
ることは大変ありがたい
機会となりました。次回
は自社の強みや“やり
がい”についてを学生に
どう上手く伝えたら良い
のかをもう少し勉強して
来年も参加させて頂き

ます。 
 
 



  

  

  

  

 今回の例会では株式会社三重フリットの森田氏より、「倒産危機から学んだ経営者のすべ
きこと」をテーマに報告をして頂きました。 

釉薬用ガラスの製造を行う企業として創業した三重フリットは、ガラス製造の分野において高
い技術力を強みとし、顧客のニーズに合わせた物づくりを展開。ガラスの専門分野において
他社には再現できないものづくりを実践する事で高い評価を得ています。 

今回の講演では特に、現在の順風な経営に至るまで大幅な売り上げの乱高下を経験し、危
機的な状況から回復する契機となった経営理念の変遷を勉強させて頂きました。 
  2004年以降、プラズマディスプレイ用のガラス製造を受注した事で生産量が大幅に増加。

供給責任を果たすため大規模な設備投資も行い、最高売上を記録するまでに業績を伸ばし
ていましたが、突如相手先企業がプラズマディスプレイ事業から撤退した事で窮地に立たさ
れてしまいます。その困難な状況下で会社を引き継いだ森田氏は、ドラッガーの５つの質問
に照らし合わせ自社の経営を分析。利己的な経営に進んでいたそれまでの経営指針を見直
し、自己及び従業員が一丸となりパラダイムシフトに挑みます。 

いわばリスタートとなった会社を支える経営理念は「三重フリットに関わる全ての人を豊かに」。
精神的・経済的・時間的な豊かさを、社内外の全ての人に提供できる企業を目指しており、特
に当社で働く社員１人１人が喜びを感じながら働ける現場づくりを遂行。社員間での技術研鑽
や講習会など学びの機会を設け、利他的な精神を育みました。その精神は実業務にも表れ、
ガラス業界における様々な課題を何でも相談できる企業として顧客数を伸ばし、ガラスのプロ
フェッショナルとして業界内の存在感を増しています。 
  自社の利益・会社の運営だけを追求するのではなく、業界内で関係する相手に対して敬意

を持ち「役に立つ」事を重視する事、そして自社を社会生活の一部としたコミュニティ創りを進
める事、 
それらが必然的に自社の強みである「専 
門性に特化した事業展開」に還元され、 
とても良い循環を生み出している事に感 
銘を受けました。 
 コロナや世界情勢など様々な外的要因 
に左右される昨今、経営者の目をどこに 
向けるべきなのか、森田氏の経験を通し 
て学ばせて頂きました。 
  
 
元坂酒造（株） 専務取締役 元坂 新平【ご案内】第４０回定時総会 – ４月２６日（火）１４：００
開催 - 

中勢支部５月例会 
テーマ『倒産危機から学んだ経営者のすべきこと』 
～自分は経営者と胸を張っていえますか？～ 

 
報告者 森田 耕平氏 株式会社三重フリット 代表取締役 
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耕
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会員変更 

三重事務所 

産業雇用

新たな挑戦をサポートする中小機構の事業再構築ハンズオン支援事業 

事業再構築ハンズオン支援 
成長・発展を目指す中小企業の事業再構築による新たな挑戦をご支援します！ 

■目的 
新事業展開や新分野進出など事業再構築に取り組む中小企業等に対して、「① アドバイス（相談・助言）」と
「② ハンズオン支援」を実施します。 

具体的には、新事業設備投資や事業転換、グローバル展開などを図るにあたり、必要となる新事業戦略立案、
マーケティング戦略策定、業務プロセスの見直し、組織改編などの取組みに対し、専門家がご訪問、またはオ
ンラインにてご支援いたします。 
■制度概要 

＜申込み・お問合せ＞ 
独立行政法人中小企業基盤整備機構 
中部本部 企業支援課 TEL：052-220-0516 

 
 

 

区分 対象者 内容 回数（期間）・金額 

事業再構築 
アドバイス 
（相談・助言） 

・事業再構築補助金の採択先事業者 
・事業再構築補助金採択先以外で事 
 業再構築に取り組む中小企業・ 
 小規模事業者 

 

事業再構築の計画策定や
実行へのアドバイス 

・最大3回 
・無料 

事業再構築 
ハンズオン支援 

 

事業再構築の実現に向け
たハンズオン支援（長期の
専門家派遣） 

・3～10ヶ月程度（支援
テーマや内容による） 
・有料 

 
＜注意事項＞ 
・事業再構築アドバイスのご利用は「1社・1度ま
で」になります 

・事業再構築ハンズオン支援のご利用には、機構
による審査・手続きがあります 

・企業や紹介機関からのアドバイザーの指名・指
定はお受けできません 

・事業再構築補助金の申請その他手続きのアド
バイスは行いません。補助金に関する質問は、
コールセンターに直接お問い合わせください。ま
た、機構のアドバイスの有無が補助金の審査結
果に影響を及ぼすことはありません 
  

■事業再構築の例 


